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日本語教諭としてタイに赴任している元旭小校長､八坂眞司さんからの手紙です

　9月19日に起きた「クーデター」の後、バンコクには戒
厳令が敷かれています。その日、私たちは前期終了後
の休暇でチェンマイにいました。テレビでは、どのチャ
ンネルも同じアナウンサーが硬い表情でニュースらし
きものを読んでいます。NHKにチャンネルを回すと「タ
イでクーデターがおきました。」とニュースが流れていま
した。戒厳令と言うと大変な状況かと思っていました
が、チェンマイの町は平静でした。2 週間程たった今、
大きな交差点には銃を持った兵士が立っていますが、
通行人は特に気にとめるでもなく、人によっては道を

聞いたりする風景も見られます。軍によるクーデターと
聞くと、外国人は「軍事クーデターで民主的な政権が倒
された」と言う状況を想像しますが、バンコク市民の
反応は、「政治の混乱を解消するにはしょうがないか」
と言うのが大勢で、「選挙によって新しい政権をつくる
道筋を付けてくれる」ことを期待しているようです。一
方、「民主的に選ばれた政権が、いとも簡単に軍によっ
て倒されていいのか」と憂う意見も聞くことができま
す。そんなわけで私達の生活は普段どおりです。

　バンコクにはいたるところに屋台があり、６時半頃
から親子や子供だけで朝食を取っています。市民の多
くが自宅で調理するのでなく、この屋台で朝食を取っ

たり、昼食を取ったり、惣菜を買って職場で食べたり、
自宅で食べたりしているようです。私たちも、夕食の
惣菜を近くの市場で買っています。私達のマンション
には流しはありますが、ガスがありません。ガスは安
全上の配慮から設置しないよう通達が出されているよ
うです。ですから、流しのわきに電気器具を置いて簡
単な調理をしています。しかし流しのない家では、屋
台で食べることが通常の食生活になります。屋台がバ
ンコクの食生活を担っていると思うことがあります。
屋台の惣菜の種類はタイ風カレー、何種類もの野菜炒
め、春雨をからめたような炒め物、魚のミンチの揚げ物、
豚肉の各部分を照り焼きにしたもの、鶏肉の揚げ物な
どなど多種多様です。しかも食材を選んで調理法を指
定するとその通り作ってくれます。価格はそれほで高
くありません。安いところでは御飯と１品の惣菜で 20
バーツ（約60 円）くらいで食べることができます。味は
辛いものが多く、私たちは「マイ・ぺ（辛くない）？」と
聞きながら、いろんな惣菜を食べ比べています。冷房
の入ったレストランでは、100バーツ（約300円）位から
いろんな料理を注文することができます。高いだけあっ
て食材も豊富で味も一工夫されています。一方屋台の
料理は安くて食べられますが、油っこく味が濃い感じ
がします。改めて日本料理の繊細さに気づかされます。
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　9 月 22 日 ( 金 )、寒川町内の中学校にオーストラリアの学
生が体験一日入学をしました。この体験一日入学は、以前寒
川町内の学校で英語教師をしていたアンドル・モーガン先生、
さむかわ国際交流協会、寒川町内の中学校が協力して実施さ
れました。今回取材をさせていただいた寒川東中学校では、
６名（男子1名・女子5名）の学生を受け入れました。

オーストラリアの学生 体験一日入学

㊨ホストファミリーの千田宏美さんとプルー・ハーテリさん。
　千田さんのお母さんが作ったお弁当を一緒に食べました。

東中学校校長・松本登先生
「オーストラリアの学生の見た目の良さを知るだけではな
く、実際に交流をすることで、オーストラリア人も日本人
も同じように物事を感じているという発見をして欲しい。
でも自分とは違う、光る物がオーストラリアの学生の中に
あることもわかるでしょう。それが刺激となり、子供たち
が自分もがんばろうと思えるようになってほしいです。」

　授業では自己紹介や折り紙遊びをしました。慣れない英語に
表情が硬くなる東中学生に比べ、オーストラリアの学生は笑顔
を絶やしません。国民性の違いがうかがえます。
　東中学の生徒から「ドラえもんやアンパンマンは好きです
か？」という質問が出ましたが、オーストラリアの学生は知らな
い様子。それをフォローするかのように布施君が黒板に絵を描
きます。布施君のアレンジが加えられたユニークな絵によって、
教室に漂っていた緊張は解きほぐされました。

オーストラリアの学生のために、日本
のアニメキャラクターを描く布施君。
オーストラリアの学生のために、日本
のアニメキャラクターを描く布施君。

寒川産業まつり
秋の大収穫祭ジャンボ交換会

寒川町産業まつり
秋の大収穫祭ジャンボ交換会

満点カードを忘れずに！

●もち2kg・・・280人
●みかん詰め放題・・・210人
●はちみつ1.2kg・・・ 80人
●コーヒー（ネスカフェ250ｇ）・・・50人
●リポビタンD　10本入り・・・40人
●トップ2kg（粉洗剤）・・・30人
●アリエール詰め替え用2本（液体洗剤）・・・30人
●野菜ジュース900ml　3本・・・30人

●新米コシヒカリ5kg ・・・200人
●ワーナーマイカル映画券 ・・・ 25人

●タラバガニ1kg ・・・50人
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日時　11月19日(日) AM10:00～PM3:00
場所　さむかわ中央公園

満点カード４枚

満点カード２枚

満点カード１枚

●タラバガニ1kg ・・・50人

■お問合せ■　寒川商業協同組合事務局  TEL75-0185

水彩画・吉田和正展

10月28日(土 )～11月5日(日)
※開催期間中は休まず営業
AM10:00～PM7:00
会場：お茶のまるしげ内　特設コーナー
TEL：0467-74-0088

寒川町に在住の吉田和正さんの水彩画
展が「お茶のまるしげ」にて開催されま
す。寒川の路地に咲く草花・木の実など
を題材にした吉田さんの水彩画は、柔ら
かな筆使いと温かみのある色彩が魅力的
です。ぜひご覧になってください。

編集後記

　　主婦の手による

主婦のためのイベントを

と れ ふ る

「とれふる」とはフランス語で三つ葉の意味。
手作り好きの主婦3人が企画した手作りマーケッ
トが寒川で開かれます。インターネットを通じ
て広く出展者を募り、委託販売を含めて 45 名の
作家さん 1000 点近い作品が販売される予定。

　第2回手作りMarket  と れ ふ る
日時：10月22日(日)AM9:30～PM2：30
場所：寒川町総合体育館３F会議室
作品内容：カントリー小物､ドール､木工、
編み物、ビーズ、トールペイント､お菓子等

会場はベビーカーでも通りやすいように通路
を広くしたり、キッズスペースも用意します。
毎日の生活を楽しくする、かつ実用的な手作
り作品の数々には主婦感覚が生きています。

左から浜田さん､尾山さん､松原さん。

子どものための洋服や小物を作りはじめたこと

が手作りにはまるきっかけに。

　9月に開催いたしました第 4回マイタウン
シアターには、多数のお客様にご来場いただ
き、まことにありがとうございました。

次回は 12 月 17 日 ( 日 )､クリスマスにあわせたご家族そろって楽
しんでいただける作品の上映を予定しています。　皆様の参加を
心よりお待ちしております。　　　マイタウン寒川編集室


